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▼139号〈特集：卒業〉

▼140号〈特集：新潟大学学長インタビュー〉

▼141号〈特集：総合大学としての新潟大学の魅力〉

▼142号〈特集：総合大学の魅力－すべてが教材－〉

バックナンバーが欲しい方は、事務局の学生部
学生課まで受け取りに来て下さい。

広報委員会第１部会

● 部会長 仙石　正和（学長特別補佐） Tel 262-6751 sengoku＠ie.

● 編集委員長 寺田　員人（歯学部） Tel 227-2975 tera＠dent.

● 委　員 井山　弘幸（人文学部） Tel 262-6573

石坂　妙子（教育人間科学部） Tel 262-7116 ishizaka＠ed.

谷　　喬夫（法学部） Tel 262-6493

濱田　弘潤（経済学部） Tel 262-6538 khamada＠econ.

石田　昭男（理学部） Tel 262-6145 ishida＠sc.

山内　春夫（医学部） Tel 227-2141 daba＠med.

川瀬　知之（歯学部） Tel 227-2845 kawase＠dent.

谷口　正之（工学部） Tel 262-6716 mtanig＠eng.

青柳　　斉（農学部） Tel 262-6626 qingliu＠agr.

藤野　邦夫（医療技術短期大学部） Tel 227-2362 fujino＠clg.

● 事務局（学生部） Tel 262-7330  Fax 262-7515 gakusei＠adm.
（E-mailのアドレスは、niigata-u.ac.jpの標記を省略しています。）

● 新潟大学ホームページ　　　　http://www.niigata-u.ac.jp/

● 新潟大学学生部ホームページ　http://ksws1.ge.niigata-u.ac.jp

本特集号は、そのテーマが年度末の定番であり、他号に比べれば編集
企画上の工夫で思い悩むことは少ない。ただ、退官教員の感想原稿につ
いて、小見出しの表現で適当な言葉や文章さがしでちょっと苦労したと
いえようか。その甲斐あって、小見出しを拾い読みしただけで、退官さ
れる教員の様々な感慨が率直に伝わってくる。

（青柳）

人生の中で一つの「業」を成し終えた節目にあたり過ぎ去った時間を
振り返ってみる。長い時間を過ごしたはずなのに、各場面がつい昨日の
ことのように蘇ってくる。辛いこと、苦しいことの方が多かったはずな
のに、何故か楽しい思い出ばかりが記憶に鮮明に残っている。もしかす
ると、それは天が与えてくれた恩寵なのかもしれない。辛いことや苦し
いことばかりが記憶されていたのでは、長い人生を生きるにはあまりに
むごいから。「卒業」というのは、どこか厳かな雰囲気が漂っているよう
に感じる。その厳かな雰囲気の中に、安堵と一抹の寂しさが複雑に交錯
している。読者にその辺の微妙な感じが伝わったとしたら幸いです。

（居城）

キャンパス植物歳時記
新大の大きな樹£
図書館前のクロマツ（表紙写真）

図書館前の前庭には数本のクロマツが群
生している。その中で最も大きい樹の幹
周りは180cm。新潟市の条例では120cm
を超えると保存樹の資格をもつ。人法経
の前庭など大学構内のあちこちに見られ
る大きなクロマツの集団は、新潟大学が
移転するはるか以前から、飛砂や風を防
ぐため植えられていた防風林の一部だ。
クロマツは新潟大学の重要な景観要素と
なっているが、拡大するマツノザイセン
チュウ病によって急速に枯死木が増えて
いる。紙谷智彦（農学部）

この広報は再生紙を使用しています。

新潟大学旭町学術資料展示室
オープン記念展

にいがた学のすすめ
期　間：2001年12月1日（土）～

2002年3月31日（日）
開館日：木・土・日曜日

9:30～17:00（入館無料）
休館日：月・火・水・金曜日

医 学 部 「“骨”小片コレクションは

人類のルーツを探る新潟大学の至宝」

歯 学 部 「歯科医療の近代史」

理 学 部 「新潟の稀産動植物と地質」

工 学 部 「近代科学・技術の礎―
旧制学校時代の実験器具から」

人文学部考古学「にいがたを中心とする人類史の再構成」

教育人間科学部「昭和20年代の洋画界の再出発―
教育人間科学部所蔵作品を中心に」

図 書 館 「新潟の医学の先人たち―
森田千庵、竹山屯、荻野久作の世界」

企画展示 「新潟・佐渡―内水面交通の歴史を探る」

主催・企画：新潟大学
問い合わせ先：新潟大学旭町学術資料展示室
新潟市旭町通2番町746 TEL025-227-2260
交通案内：新潟交通バス停
東中通下車徒歩5分　市役所前下車徒歩7分

駐車場はありません。最寄りのパーキングをご利用下さい。

※連載しておりました「世界の都市」は
今回お休みしました。
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